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私達の目指すもの 

一、地域に開かれた施設 

二、入居者、家族、施設、地域のみんなで作る福祉を！ 

三、老人と共に生きがいを見い出す生活を 

 

 ご家族の存在の大きさを感じながら… 

色々な形で面会制限を行ってきましたが、ご家族との

繋がりを何とか保ちたいという思いのもと、4 月 5 日に

善法寺公園でのお花見が開催されました。 

ようやくご家族を招くことができるという嬉しさを

感じると同時に、頭に思い浮かぶのはちょうど一年前の

新型コロナウイルスのクラスターです。「もう 1 年経つ

んやね」「早いね～」「大変やったね」との言葉が飛び交

いました。たくさんの心配をおかけしたにも関わらず、

いつも気遣いの言葉をかけて下さったご家族の皆様に、

元気にやっていますという姿を是非みて頂きたいと思

っていました。 

どれぐらいのご家族が来て下さるのかという心配も

ありましたが、電話連絡では数名のご参加予定が、当日

は 10 組以上の参加があり、「なかなか帰って来ないな

～」と心配してしまうほど、ご家族との時間をゆっくり

と楽しんでおられました。ご家族にだけ見せて下さる素

敵な表情を見るたびに、企画して良かったと思います。 

この 3 年間、コロナの影響で、園田苑に足を運ぶ機会

が大変少なくなっていたと思いますが、このような機

会を重ねながら、思い立った時に気軽に来て頂ける園

田苑でありたいと心から願っております。 

「お年寄り全員をお連れしたい！」という私のワガマ

マに、汗を流しながら協力して下さったボランティア

の方々や職員に感謝しております。本当にありがとう

ございました。      （特養主任 大川畑 唯） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知
恵
を
出
し
合
い 

丁
寧
な
毎
日
を 

 

施
設
長 

関
口 

義
信  

新
年
度
が
始
ま
り
、
あ
っ
と 

い
う
間
に
２
か
月
が
過
ぎ
ま
し 

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が 

原
因
で
非
日
常
が
普
通
に
な
り 

つ
つ
あ
る
今
、
日
々
の
生
活
に
、
３
年
前
ま
で

行
っ
て
い
た
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

様
々
な
面
に
お
け
る
『
工
夫
』
を
意
識
的
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

全
て
の
職
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

『
入
居
者
・
利
用
者
の
皆
様
に
〝
気
持
ち
よ

く
、
明
る
い
気
持
ち
で
〟
毎
日
を
過
ご
し
て
頂

く
こ
と
』
を
目
標
に
行
動
し
、
そ
の
日
そ
の
時

の
丁
寧
な
関
わ
り
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。 

特
養
に
お
き
ま
し
て
は
、
よ
り
良
い
ケ
ア
を

目
指
し
、
生
活
相
談
員
に
山
﨑 

優
花
。
介
護
主

任
に
大
川
畑 

唯
を
新
た
に
任
命
致
し
ま
し

た
。 日

々
、
最
善
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

笑顔満開。青空喫茶 

5 月 3 日、恒例行事の〝青空喫茶〟を開店しま

した。皆さんの気持ちが通じたのか、雨の予報は開

店が近づくにつれ晴天に変わり、当日は見事な五月

晴れ。河川敷の鯉のぼりも元気に泳ぎ、3 年ぶりの

青空喫茶の開店を喜んでいるようでした。 

 各セクションの手作りスイーツは、入居者や利用

者に喜んで頂くため、ワッフルは試行錯誤を重ね、

生地の硬さやデコレーションにこだわり、白玉ぜん

ざいは、小豆からぜんざいを作りました。さらに、

ボランティアグループ 「園」からは、お店で売って

いるかのような出来栄えのマドレーヌやサーター

アンダギーを提供して頂きました。 

数種類のスイーツや飲み物の中から好みの物

を注文。おしゃべりに花を咲かせながら、穏やか

な時間が流れます。ハーモニカの演奏会も行わ

れ、童謡や唱歌、懐メロなど様々な曲が流れる

中、皆さんお元気に口ずさみ、最初から最後まで

の 1 時間以上、席を立つことなく演奏会を楽し

まれている利用者もおられました。 

新型コロナが予断を許さない状況の中、以前

のような大規模な開催はできませんでしたが、

入居者、利用者の皆さんのあふれる笑顔がとて

も印象的で、前日からの準備による私の筋肉痛

も一瞬で治りました(笑)。 

 （併設型デイサービス主任 大上 扶貴子） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①坂下
さかした

 武
たけ

治
はる

                    ①橋本
はしもと

 育子
い く こ

 

②特養・施設ケアマネ            ②特養・介護職 

③岩盤浴                        ③ゴリラ 

 

 

①穴
あな

見
み

 正規
ま さ き

              ①野畑
の ば た

 光
みつ

仁
ひろ

 

②グループハウス尼崎          ②特養・介護職 

・介護職          ③寺・神社巡り 

③歌を聴くこと・唄うこと         

  

 

①野口
の ぐ ち

 真紀
ま き

                

②デイサービス・生活相談員        

③バンド活動（JAZZ）                     

待ちに待ったボランティア「園」 

 入居者・利用者の生活を豊かにするためにとても大

切なこと。それは、日常生活の中にある「楽しみ」で

す。その楽しみ作りにいつも力を貸して下さるのがボ

ランティアグループ「園(その)」です。その活動が、

本格的に再開し始めています。 

ハーモニカ演奏に合わせた『みんなで歌おう』、それ

ぞれのセンスが光る『生け花』、個性あふれる『習字』

など。先日は、お花見や青空喫茶のお手伝いもして頂

きました。今後は、今までになかった活動も一緒に考

えて下さる予定です。 

職員だけでは、なかなか手が回らない部分を、さり

げなく担って下さる園さん。心から、ありがとうござ

います！ 

 

2023 年度 

法人新職員研修 

法人理念 

阪神共同福祉会は 

すべての人の命を大切にし 

地域福祉の担い手となる 

園田苑 新職員紹介 

（①名前②配属③好きなこと・もの） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆外部講師を招いての研修を久しぶりに実施☆ 
 皆様ご存じですか？『カスタマーハラスメント』という言葉。

威圧的。理不尽。侮辱。脅しなど、対応に苦慮する要望。この支

援方法についての勉強会を 3 月 21 日、関西医科大学の先生を

お招きする形で、園田南地域包括支援センターが企画しました。

当日は、お話だけではなく、グループワークや体験を取り入れ

た中身の濃い 90 分でした。 

いつ、そのような場面に遭遇するかわからない中で大切なこ

とは、やはり、基本的な知識の習得と事前のシミュレーショ

ン。法人としての対応方法を整備すると共に、「もし、自分が

その場にいたら…」と、自分ごととして具体的な行動を考えて

おくことが、冷静な対応への第 1 歩になると思いました。 

今年も育てます。夏野菜！ 
 毎年の恒例になってきました支援センターの屋上菜園での野菜作りに 

向けた苗植え。植え付けの日をいつにするのか担当の坂井ヘルパーと相 

談し、気候の良い時にと、5/9～12 の間で行うことを決めました。利用 

者の皆さんに携わって頂ける日として、5/12（金）を選んだものの、そ 

の日はなんと‼週で一番熱い日となり、利用者、職員ともども汗をかきな 

がらの苗植えとなりました。 

畝一列ずつ苗を植えていくのですが、利用者の皆さんが職員と一緒に戸惑いながら苗を植える中、手

際よく苗植えをされる利用者の片嶋さんがおられました。なぜ、そんなに手際がいいのかを尋ねたとこ 

ろ「昔に色々やっていたからよ～」と話されます。後日、娘様にお聞き 

すると、以前に市民農園でご主人と一緒に野菜を育てていたとお聞きし 

納得。これまでは、職員が「あ～でもない」「こ～でもない」と考えなが 

ら毎年野菜を育てていましたが、これからは片嶋さんにご教授頂こうと 

思います。 

 片嶋さん！これから野菜のことをたくさん教えてくださいね。 

（認知症対応型デイサービス管理者 大上 茂利） 

地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は 

い
さ
さ
か
も
揺
る
ぎ
な
い 

理
事
長 

中
村
大
蔵 

 

園
田
苑
は
１
０
月
１
２
日
で
３
５
周
年
を

迎
え
ま
す
。 

 

建
設
の
準
備
か
ら
３
７
年
以
上
に
な
り
ま

す
。
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
で
既
に
鬼
籍
に
入
っ

た
人
も
多
く
、
今
も
直
接
関
わ
っ
て
い
る
の
は

ご
く
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。 

で
も
、
地
域
の
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
『
園
』
の
人
た
ち
の
多
く
は
今
も
健
在

で
す
。 

介
護
状
況
も
「
措
置
か
ら
保
険
」
へ
と
大
き

く
変
わ
り
、「
介
護
」
と
は
何
か
、
そ
の
中
身
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
末
、
私
の
母
が
９
９
才
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
は
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
両

親
か
ら
法
人
に
頂
い
た
寄
付
は
１
２
８
２
万

円
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
か
ら
も
多
額
の
寄
付
を
頂
い
て
今

日
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
も
今
年
７
８
才
に
な
り
、「
定
年
？
８
０
」

を
間
近
に
控
え
、
そ
ろ
そ
ろ
、
私
に
と
っ
て
の

「
仕
上
げ
の
時
期
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
れ
も
こ
れ
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
や
り 

た
い
こ
と
は
多
々
あ
れ
ど
、
地
域
一
体
と
な
っ 

た
取
り
組
み
は
い
さ
さ
か
も
揺
る
ぎ
な
い
。 


